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'1' し幸良広 (2) 

現
在
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
、
多

種
・
多
量
の
ゴ
ミ
や
、
投
げ
捨
て
ら

れ
た
空
き
缶
等
の
散
乱
に
よ
る
公
害

は
、
今
や
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
重
信
町
で
は
、
空
き
缶
の

散
乱
防
止
を
は
か
り
、
環
境
美
化
を

進
め
る
と
と
も
に
、
資
源
の
有
効
利

用
を
は
か
る
た
め
、
空
き
缶
回
収
機

「
く
う
か
ん
鳥
」
を
町
民
会
館
敷
地

内
に
設
置
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
り
町
内
各
地
の
道
路
、
公
園
、
空

き
地
等
に
散
乱
し
て
い
る
空
き
缶
を

空
き
缶
の
な
い
町
、
つ
く
り
を
目
指
し
て

|
|

重
信
町
を
私
た
ち
の
手
で
美
し
く
|
|

ぷ、の

回
収
し
て
い
た
だ
き
、
町
民
会
館
の

「
く
う
か
ん
鳥
」
へ
投
入
し
て
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

「

重
信
町
を
私
た
ち
の
手
で
美
し

く
」
を
合
言
葉
に
、
空
き
缶
の
な
い

町
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
家
庭
内
か
ら
出
た
空
き
缶

や
ゴ
ミ
箱
の
中
の
空
き
缶
等
は
ご
遠

慮
下
さ
い
。

専
用
台
帳
は
、
町
民
会
館
窓
口
で

お
受
取
り
下
さ
い
。

回収する空き缶 200-350m.eの鉄またはアルミ製缶

缶の投入方向 横向き

異物の選別 投入口にて受け入れ停止

収納個数 鉄缶 ・ アルミ缶合計 600缶

収納方式 鉄缶 ・アルミ缶に分別収納

払い出し 空き缶 l 個に 1 枚
補助券

機 自E 投入後 2 秒で補助券が出ます。

モーターでフ。 レスをします。

プレス機能
缶の厚さは約10%です。

中身の入っている缶はプレスしませ

ん。

大 き さ 幅800 x奥行520X 高さ 1410mm

重 さ 170kg 

500me以上の空き缶とビン類は回収できません。

|空を|缶|の|散|乱防止に|ご|協力を|

町民会館窓口でその補助券を専用くうかん鳥へ空き缶をまちにおちている

200 円の図書券台帳へはって下さ入れると l 缶につき l空き缶をひろって。

と交換してもらい 。 400 枚補助券枚補助券が出てきます。

施
設
名
称
募
集

に
つ
い
て

えます。

老
齢
人
口
の
増
加
に
と
も
な
い

独
居
老
人
、
寝
た
き
り
老
人
が
増
加

し
つ
つ
あ
る
現
在
、
社
会
福
祉
法
人

に
よ
り
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
短

期
保
護
施
設
、
デ
イ

・

サ
ー
ビ
ス
施

設
が
重
信
町
大
字
西
岡
に
平
成
五
年

開
設
の
予
定
で
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
施
設
名
を

広
く
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
募
集
致
し

ま
す
の
で
、
応
募
し
て
下
さ
い

。

1

応
募
事
項

施
設
名

(
地
域
に
聞
か
れ
た
明
る
く
、
き
わ

や
か
で
親
し
み
の
も
て
る
も
の
)

2

応
募
方
法

「

官
製
は
が
き
」
に
、
お
一
人
、

一
施
設
名
を
書
き
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
明
記
し
て
下
さ
い
。

3

送
付
先

重
信
町
志
津
川
九
七

二

重
信
町
役
場

厚
生
課

4

締
切
り
日

平
成
三
年
六
月
末
日

5

入
選
者
に
は
記
念
品
を
お
贈
り

し
ま
す
。

を集めると。

一一一あき缶のないきれいなまち重信町一一一



報広 ぶ

い
つ
か
く
る

ゆ
と
り

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

加
入
の
届
出
を

お
忘
れ
な
く

の

国
民
年
金
に
は
、
二
十
歳
以
上
六

十
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
加
入
し

て
い
て
も
配
偶
者
の
退
職
・
転
職
又

は
本
人
の
就
職
・

結
婚
等
の
場
合
に

は
、
そ
の
つ
ど
届
け
出
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

特
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
と

し
て
国
民
年
金
の
第
三
号
被
保
険
者

に
な
っ
た
場
合
、
保
険
料
は
ご
主
人

が
加
入
し
て
い
る
年
金
制
度
で
負
担

し
て
い
ま
す
の
で
、
種
別
変
更
の
届

け
出
は
と
て
も
大
切
で
す
。

奥
さ
ん
や
ご
主
人
に
異
動
が
あ
っ

た
場
合
は
速
や
か
に
市
町
村
役
場
に

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
後
か
ら
ま

と
め
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な

っ
た
り
、
将
来
年
金
を
受
け
る
た
め

の
期
間
が
足
り
な
い
と
い
う
場
合
も

あ
り
ま
す
。

'1' し(3) 

年
金
受
給
権
者
が
死
亡

し
た
と
き
は
速
や
か
に

届
け
出
し
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
の
受

給
権
者
が
、
死
亡
さ
れ
た
場
合
、
遺

族
の
方
は
「
年
金
受
給
権
者
死
亡
届
L

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

年
金
は
、
死
亡
し
た
月
ま
で
は
支

給
さ
れ
ま
す
が
、
届
け
出
が
遅
れ
る

と
引
き
続
い
て
支
給
さ
れ
ま
す
の
で

後
で
遺
族
の
方
か
ら
返
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

届
出
先
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
国
民
年
金
の
受
給
権
者

市
町
村
役
場
へ

②
厚
生
年
金
保
険

・

船
員
保
険
の
受

給
権
者

社
会
保
険
事
務
所
へ

年
金
を
二
つ
以
上
受
け
て
い
る
場

合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
届
け
出

が
必
要
で
す
。

ま
た
、
加
給
年
金
額
の
対
象
と
な

っ
て
い
る

人
が
死
亡
さ
れ
た
場
合
も
、

届
け
出
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、

住
民
課
国
民
年
金
係

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

老
後
に

国
民
年
金

国民健康保険
被保険者の
みなさんへ

の自高
改己
定負額
に担療
つ限韓
い度耳

て額費

高
額
療
養
費
支
給
制
度
の
自
己
負

担
限
度
額
が
、
五
月

一
日
か
ら
次
の

表
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

同
じ
月
に
、
同
じ
病
院
・
診
療
所

に
対
し
て
、
六
万
円
を
超
え
る
一
部

負
担
金
を
支
払
っ
た
と
き
は
、
申
請

す
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
超
え
る
額
が

後
か
ら
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ

れ
ま
す
。

な
お
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
場

合
に
は
、
三
万
三
千
六
百
円
を
超
え

る

一
部
負
担
金
を
支
払
っ
た
と
き
に

高
額
療
養
費
に
該
当
し
ま
す
。

そ
の
他
、
世
帯
合
算
、
多
数
該
当

な
ど
の
特
例
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、

住
民
課
・
国
保

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

鮫 住民税非課税世帯

改定前 改定後 改定前 改定後

円 円 円 円

57 ,000 60 ,000 31 ,800 33 ,600 

の

l'砲し

地
価
税
っ
て
ど
ん
な
税
?

平
成
四
年
一
月
一
日
か
ら
、
新
た

に
地
価
税
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

地
価
税
の
対
象
と
な
る
土
地

土
地
と
借
地
権
等
(
借
地
、
地
上

権
・

耕
作
権
な
ど
が
あ
り
ま
す

。

)

課
税
さ
れ
な
い
土
地

。
居
住
用
建
物
の
敷
地
、
公
益
的
な

用
途
に
供
さ
れ
て
い
る
土
地

。
基
礎
控
除
額
以
下
の
土
地
(
基
礎

控
除
額
は
、
大
会
社
十
億
円
、
個
人

及
び
中
小
全
社
等
は
十
五
億
円
)

土
地
等
の
価
格
の
評
価

。

地
価
税
の
計
算
に
は
、
相
続
税
評

価
額
が
用
い
ら
れ
、
路
線
価
方
式

に
よ
る
も
の
と
、
倍
率
方
式
に
よ

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

申
告
と
納
付
の
手
続
き

地
価
税
の
対
象
と
な
る
土
地
に

つ
い
て
は
、
申
告
が
必
要
で
す
。

平
成
四
年
分
の
地
価
税
の
申
告

書
は
十

一
月
十
六
日
か
ら
十
二
月

十
五
日
ま
で
の
聞
に
納
税
地
の
税

務
署
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。地

価
税
の
納
付
税
額
は
、
申
告

書
の
提
出
期
限
ま
で
に
二
分
の
一

残
り
の
額
を
翌
年

三
月

三
十

一
日

ま
で
に
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

そ
の
他地

価
税
は
、
所
得
税
の
必
要
経

費
ま
た
は
、
法
人
税
の
損
金
に
算

入
で
き
ま
す
。

納
付
税
額
の
計
算
方
法

一 函副) xぺ弔号精恥雪
( '平lドL n成占此(5年l度E カか、 ら は0.3%)

-

基
礎
控
除
額
(
次
の
金
額

の
い
ず
れ
か
多
い
方
の
金

額
で
す
)

ィ
、
定
頒
控
除

大
会
社
十
億
円

個
人
及
び
中
小
会
社

十
五
億
円

ロ

が(昔土諜
あ地 I也税 商
る権の対積
場等商象比
合の積と 例
設な控
定る除

I昔J也4晶 、
3万iIl x 等の曹11合) (m'x37j阿

6 月の納税

町県民税 1 期

納税期限 7 月 1 日 (月)

2 期

1 期

来月は

固定資産税

国民健康保険税

一一一納税は便利な口座振替で一一一



ぷ、t1' し幸反広 の (4) 

画
園
園
園

田
園
…
…
目

結

核

検

吾~
回9

〈
対
象
〉

十
六
歳
以
上
の
住
民

(
た
だ
し
、
学
校
・
職
域
・
病

院
等
で
受
け
た
方
は
除
く
)

〈
料
金
〉

無
料

〈
検
診
内
容
〉

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

〈
受
診
方
法
〉

個
人
通
知
書
を
配
布
し
ま
す
の

で
検
診
時
に
持
参
し
て
下
さ
い
。

〈
検
診
結
果
〉

O

異
常
の
な
い
方
に
は
通
知
し
ま

せ
ん
。

O

精
密
検
査
(
大
撮
等
)
の
必
要

な
方
に
は
通
知
し
ま
す
。

〈
表
彰
〉

地
区
別
受
診
成
績
の
一
位
か
ら

三
位
ま
で
を
表
彰
し
ま
す
。

〈
平
成
二
年
度
成
績
優
良
地
区
〉

一
位
上
林
地
区
実
践
全

二
位
西

岡
地
区
実
践
会

三
住
上
村
地
区
実
践
全

肺
が
ん
検
診

〈
対
象
〉

四
十
歳
以
上
の
住
民

〈
料
金
〉

一
O
O
円
(
町
負
担
三
四
八
円
)

〈
検
診
内
容
〉

問
診
・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

〈
受
診
方
法
〉

個
人
通
知
書
に
添
付
の
問
診
票

を
検
診
日
に
持
参
し
て
下
き
い
。

(
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
)

〈
検
診
結
果
〉

O

異
常
の
な
い
方
に
は
通
知
し
ま

せ
ん
。

O

精
密
検
査
(
晴
渡
検
査
等
)
の

必
要
な
方
に
は
通
知
し
ま
す
。

結核検診・肺がん検診日程表
月 日 備 場 所 実施時間

堀池公民館 15 : 00-16 : 00 
17 日(水)

牛沸l公民館 16 : 30-18 : 30 

18 日 (木) 牛測団地集会所 15 : 00-18 : 30 

19 自治) 田窪公民館 13 : 30-18 : 30 

新村公民館 14 : 30-15 : 30 
7 22 日(月)

南野田集荷所 16 : 00-18 : 30 

上林谷 14 : 30-16 : 00 
23 日伏)

上林公民館 16 : 30-18 : 30 

24 日 (ボ 横河原公民館 15 : 00-18 : 30 

山之内公民館 14 : 00-14 : 20 

25 日 (木) 井口公民館 14: 50-15 : 30 
月

樋口公民館 16 : 00-18 : 30 

八反地公民館 14 : 00-15 : 30 
29 日(月)

志津川公民館 16 : 00-18 : 30 

宮ノ段集会所 15 : 00 -16 : 00 
30 日決)

下林方、ロ農協前 16 : 30-18 : 30 

見奈良公民館 14 : 30-16 : 30 
8 1 日 (木)

上村公民館 17 : 00-18 : 30 

町民会館 14 : 30-16 : 30 
月 2 日倫)

西岡公民館 17 : 00-18 : 30 

0北野台・矯磨台・ 上樋団地の方は 7 月 18 日の牛洲団地集会所へ
o 田窪田地の方は 7 月 29 日の八反地公民館か 8 月 2 日の目]民会館
でおねがいします。

住
民
健
康
診
査

〈
対
象
者
〉

四
十
歳
以
上
の
住
民

〈
料
金
〉

無
料

〈
持
参
品
〉

健
康
手
帳
(
お
持
ち
で
な
い
方

は
当
日
発
行
し
ま
す
。
)

〈
受
診
方
法
〉

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接

健
診
全
場
へ
お
こ
し
下
き
い
。

〈
健
診
内
容
〉

(
全
員
)

問
診
・
身
体
計
測
・
尿
検
査
・

血
圧
測
定
・
貧
血
検
査
・
肝
機

能
検
査
・
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

検
査
・
診
察
・
栄
養
指
導
・
生

活
指
導

(
必
要
の
あ
る
人
の
み
)

心
電
図
検
査
・
眼
底
検
査
・
血

糖
検
査

〈
担
当
医
師
〉

愛
媛
大
学
医
学
部
医
師

〈
健
診
結
果
〉

当
日
結
果
の
わ
か
る
も
の
に
つ

い
て
は
説
明
し
ま
す
。

そ
の
他
に
つ
い
て
は
「
健
診
結

果
報
告
会
」
に
て
説
明
し
、
結

果
通
知
書
を
お
渡
し
し
ま
す
。

詳
細
は
広
報
七
月
号
に
掲
載
し

ま
す
。

健康診査(成人病健診)日程表
月 日 受付時間 場 所 地 区 害11

2 日
9:00-11 :30 

南野田公民館
(午前)南野田、新村

7 
13 :00-15 :00 (午後)北野田

5 日 11 下林集会所
(午w!) 上村

月
(午後)下林

31 日 11 南吉井小学校体育館
(午前)牛洲、堀池 注
(午後) 上樋団地、田窪(※ 1)

1 日 9:00-11 :30 11 
(午前中のみ)牛洲団地、矯磨

8 
台団地、北野台団地

7 ・8 日
9:00-11 :30 

上林公民館13 :00-15 :00 
上中:、

27 日 11 北吉井小学校体育館
(午前)横河原

月
(午後)志津川

28 日 11 11 
(午 目ij) 樋口
(午後)西岡

3 日 11 重信町民会館
(午日ij) 見奈良

9 
(午後)八反地、回復団地

4 日 11 11 
(午前)回復(※ 2) 注

月
(午後)回復(※ 3) 注

5 日 10:00-11 :00 山之内井口公民館 山之内

(柳屋・森川商店より西の地区)
午前 (将11屋・森川商店より東の地区一県道より北)
午後 (初11屋 ・森川商店より東の地区~県道より南)

7 月 31 日

9 月 4 日
i主※ l

※2 

※ 3 

一一一受けていますかfノ年 1 回の体の総点検を一一ー



歯
み
が
き
講
習
会
を
開
催

六
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
は

「
歯

の
衛
生
週
間
」
で
す
。

町
内
の
幼
稚
園
、
保
育
所
で
は
、

松
山
中
央
保
健
所
の
協
力
を
得
て

「
歯
み
が
き
講
習
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
む
し
歯
は
、
ミ
ュ
l

タ
ン
ス

と
い
う
細
菌
の
一
種
が
中
心
と
な
っ

て
起
こ
る
も
の
で
、
口
の
中
に
残
っ

た
食
べ
物
の
糖
分
を
栄
養
に
し
て
繁

殖
し
デ
キ
ス
ト
ラ
ン
と
い
う
糖
を
つ

く
り
、
こ
の
糖
が
歯
の
表
面
に
歯
垢

を
付
着
さ
せ
、
歯
垢
の
中
に
で
き
た

ぷ、の'1' し幸良広(5) 

酸
に
よ
っ
て
歯
が
侵
さ
れ
ま
す
。
む

し
歯
予
防
の
第
一
は
、
食
後
に
必
ず

歯
を
磨
く
こ
と
で
す
。

特
に
四
、
五
歳
頃
は
、
乳
歯
か
ら

永
久
歯
に
か
わ
る
大
切
な
時
期
で
す
。

家
庭
で
は
、
お
母
さ
ん
が
手
本
を

示
し
、
毎
日
根
気
よ
く
続
け
る
習
慣

を
つ
け
ま
し
ょ
う

。

拝
志
保
育
所
で
は
、
六
十
五
名
の

園
児
の
う
ち
、
三
十
五
名
が
む
し
歯

ゼ
ロ
で
し
た
。
痛
い
む
し
歯
を
追
い

出
そ
う
と
、
園
児
た
ち
は

一
生
懸
命

に
正
し
い
歯
の
み
が
き
方
を
教
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

よい子どもよい歯でよくかむ

健康づくり料理講習会
r 1 日 30品目を目キ票に」

健康な体を維持するためには、バランスのとれた食生活

を心がける ことが大切です。そのためには、 1 日 30品目以

上の食品を食卓にのせることも 一つの方法です。

r 1 日 30品目を目標に」というテー?で健康づくり料理

講習会を下記の通り開催します。
皆さんお誘いあわせの上、おこし下さい。

対象住民

料金無料

健康手帳(タ ッパー、エプロンがあれば便利です)
希望者には血圧測定を行L 、ます。

場所 E

持参品
その他

胃がん検診のご案内
胃がんは食塩を多くとりすぎる人や煙草を吸いすぎる人が

なりやすく、日本人に最も多いがんです。
しかし検診で発見されやすいため、宵がんで亡くなる人は、

徐々にi成っています。
重信町の集団検診で発見された宵がんは、ほとん どが早期
のものでした。又がん以外の病気も発見され治療に結びつい
ています。
バリウムは改良され、飲みやすくなっています。

下記の通 り 宵がん検診を実施しますので、皆さんお誘いあ
わせの上受診して下さい。
〈対象> 40歳以上の住民
く日時・場所〉 -一一亙 =ー甘

- 栄養士の話
『バランスのとれ
た食事について」

. 保健婦の話
「日 常の健康管理

についてJ

-調理実習、試食

内開催時間受付時間月日

受付時間程場所
10: 00-9: 30-

日

午前 7 : 30 
-9 : 30 

[.林公民館 !8Jn 日 ・ 8 日 見奈良公民館
12 : 30 10 : 00 

7 月 8 日

9 月 5 日 ・ 6 日 ・ 7 EI 

9 月 17 日・ 18 日 ・ 19 日
20 日 ・ 21 日

25 日 ・ 26 日 ・ 27 日

モデル
午前 7 : 30 

-9 : 30 単年
間]民会館

健康づくりスクールのご案内
「病気になると、健康のありがたみがわかる」とよくい

われます。

元気な時から、栄養・運動・休養に気を配り、病気になるこ

とそのものを予防することが、健康づくりの第一歩です。

日頃の生活を見直し、積極的に健康づくりにとりくむた

め、 「健康づくりスクール」を 4 回コースで開催していま

す。 4 回目は、下記の通りです。
皆さんお誘L、あわせの上、おこし下さい。

対象 住民
料金無料

場所町民会館

11 月 8 日 ・ 1 5 日 ・ 1 6 日
午前 8 : 40 

-10: 00 
町民会館

〈料金〉 本人負f旦 500円
(町負担 3 ， 200円)

〈受診できない人〉

①宵の病気で治療中の人
②宵の予術を受けた人
③妊娠中の人
※① ・ ②の人は、かかり つけの病院で定期検診を受けて下

持参品健康手帳・歯ブラシ・タオル

申し込み方法 7 月 5 日までに厚生課 ・ 保健婦まで申し込
んで下さい。 (ft64-2001 内線 311 、 312)

内容|講師

白 白講演ー |松山中央保健所
1 3 ・ 30 114: 00 1 ・歯槽脹漏の予防 J 術科医師

I I 歯ぐきから血カ|
ー ! - ! でZせんかー・ | 藤枝兵

16 ・ 00 I 実技 |倫科衛生士
I 歯みがき指導 | 紙回智子

受付時間J 1:<'7 ール月日

7 月 12 日
第

4 

回

きし 、。

く検診結果〉

約 1 ヶ月後、受診者全員に通知します。
〈申し込み方法〉
各組回覧で申し込んで下さい。組に入っ ていない方は地
区衛生委員、又は役場保健婦まで申し込んで下さい。
ft64-2001 (内線 311 ・ 312)

く申し込み期限〉

7 月 20 日
申し込みをされた方には、検診首ìj に健康調査察等を送付
します。

14 : 00 

すぐ始末.ノ一一一

担制

その日寺一一ーその火



(6) 

八木耳鼻咽喉科

皮膚科医院

γ句
4
J
J
 

八木院長

ぷ、

こ
れ
か
ら
暑
い
夏
に
か
け
て
、
鼻

出
血
の
患
者
さ
ん
が
増
え
て
き
ま
す
。

今
回
は
鼻
血
に
つ
い
て

書
い
て
み
ま

し
た
。
お
役
に
立
て
ば

幸
で
す
。

鼻
出
血
は
鼻
炎
に
原
因
す
る
こ
と

が
殆
ど
で
す
。
鼻
の
粘
膜
に
は
血
管

が
密
に
分
布
し
て
お
り
、
粘
膜
に
炎

症
が
お
こ
る
と
血
管
は
拡
張
し
、
傷

付
き
や
す
い
状
態
に
な
り
ま
す
か
ら
、

出
血
し
や
す
い
の
で
す
。

特
に
鼻
の

前
方
に
は
毛
細
血
管
の
吻
合
す
る
部

分
が
あ
っ
て
、
鼻

出
血
の
好
発
部
位

と
な
っ
て
い
ま
す

。

こ
の
部
住
は
鼻
か
み
や
、
鼻
ほ
じ

り
な
ど
で
損
傷
を
受
け
や
す
い
と
こ

ろ
で
す

。

ま
た
暑
い
乾
燥
し
た
空
気
、
冷
た

い
空
気
を
吸
い
込
む
だ
け
で
も
傷
付

く
こ
と
が
あ
り
ま
す

。

水
泳
が
始
ま
り
、
鼻
炎
を
お
こ
し

や
す
い
条
件
に
あ
る

、

夏
の
小
児
の

鼻
出
血
の
多
く
が
、
こ
の
部
住
か
ら

の
も
の
で
す

。
一
般
的
に
、
こ
の
部

位
か
ら
の
出
血
の
量
は
多
く
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
鼻
炎
が
治
療
さ
れ
な
け

の, t' し幸良広

かS
れ
ば
繰
り
返
し
出
血
し
ま
す

。

高
血
圧
、
動
脈
硬
化
な
ど
の
あ
る

成
人
の
場
合
に
は
、
比
較
的
太
い
血

管
か
ら
の
出
血
が
多
く
、
止
ま
り
に

く
く
、
出
血
量
が
多
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す

。

ま
た
鼻
の
奥
の
方
か
ら

出
血
す
る
こ
と
が
あ
り
、
出
血
部
位

が
わ
か
り
に
く
く
、
止
血
が
難
し
い

こ
と
も
あ
り
ま
す

。

鼻
の
腫
傷
、
出
血
傾
向
の
あ
る
病

気
に
よ
る
鼻
出
血
も
ま
た
大
出
血
を

お
こ
し
や
す
く
、
シ
ョ

ッ

ク
状
態
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

。
一
般
的
に

成
人
の
場
合
に
は
、
な
る
べ
く
早
く

耳
鼻
科
専
門
医
の
処
置
を
受
け
た
方

が
良
い
で
し
ょ
う
。

屋ヨ
夢早び

出 i

血:

顔
面
の
外
傷
で
も
鼻
出
血
が
あ
り

ま
す
。
鼻
骨
骨
折
に
伴
う
こ
と
が
多

い
の
で
す
が
、
骨
折
線
が
副
鼻
腔
や

頭
蓋
底
に
及

ぶ
場
合
に
は
、
後
で

重

篤
な
合
併
症
を
お
こ
し
て
く
る
こ
と

が
あ
り
、
止
血
し
て
い
て
も
耳
鼻
科

医
の
診
察
を
受
け
た
方
が
良
い
で
し

レ
み
、
「
J
O

鼻
出
血
時
の
、
対
処
の
仕
方
を

書

い
て
お
き
ま
し
ょ
う

。

仰
向
け
に
寝
か
せ
る

の
は
い
け
ま

せ
ん

。

血
液
が
、
喉
に
落
ち
て
息
が

し
に
く

く

な
り
ま
す
し
、
飲
み
込
め

ば
後
で
吐
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

椅
子
に
座
ら
せ
て
、
お
辞
儀
を
す

る
よ
う
に
頭
を
下
げ
ま
す
。

鼻
血
が

前
に
落
ち
て
来
ま
す
か
ら

、

洗
面
器

な
ど
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

座
れ
な

い
場
合
に
は
、
出
血
側
を
下
に
し
て

横
向
き
に
寝
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

口

に
溜
ま
っ
た
血
液
は
出
す
よ
う
に

し

ま
す

。

首
筋
を
た
た
い
た
り
、
氷
で

冷
や
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
あ
ま
り

意
味
の
あ
る
こ
と
と
は
思
わ
れ
ま
せ

ん
。

出
血
側
が
わ
か
っ
た
ら

、
綿
栓

を
つ
め
て
鼻
を
つ
ま
ん
で
お
き
ま
す

。

十
分
間
ほ
ど
し
た
ら
静
か
に
綿
栓
を

は
ず
し
て
く
だ
さ
い
。
前
方
か
ら
の

出
血
で
あ
れ
ば
ほ
と
ん
ど
が
止
血
し

ま
す

。

綿
栓
を
は
ず
し
て
も
流
れ
落

ち
る
よ
う
な
出
血
が
あ
る
場
合
に
は

、

大
き
な
血
管
、
あ
る
い
は
鼻
の
後
方

か
ら
の
出
血
を
考
え
ま
す

。

こ
の
場

合
に
は
直
ち
に
耳
鼻
科
医
の
処
置
を

受
け
て
く
だ
さ
い

。

受
診
す
る
時
に

、

洗
面
器
に
受
け
た
血
液
を
コ
ッ

プ
で

測
り
、
出
血

量
を
教
え
て
く
だ
さ
る

と
大
変
役
立
ち
ま
す

。
意
識
が
な
い

場
合
、
口
の
中
に
溢
れ
て
く
る
よ
う

な
出
血
の
場
合
に
は
、
時
を
移
さ
ず

受
診
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は

当

然
の
こ
と
で
あ
り
ま
す

。

鼻
出
血
は
、
顔

の
真
ん
中
か
ら

の

出
血
で
す
か
ら
、
少

量
の
出
血
で
も

大
袈
裟
に
見
え
ま
す
。
ま
た
喉
に
落

ち
れ
ば
息
苦
し
く
な
り
、
不
安
に
な

っ

て
慌
て
て
し
ま
い
ま
す
。
鼻
出
血

だ
け
で
重
篤
な
状
態
に
陥
る
こ
と
は

ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
か
ら

、

上
記
の
こ

と
を
参
考
に
さ
れ
、
落
ち
着
い
て
対

処
し
て
く
だ
さ
い

。

(じすれば、畏期の療養・闘病生活を

賞悟しなければならなくなります。

現在のところ、 この病気を完全に治

す方法はありません。 しかし、早期

に発見して治療すれば、 リウマチ患
者の 5~6割は、ひどくならずにす

むといわれています。

悔雨の時期は、 リウマチ痛ガ起こ

りやすいものです。次のような症状

がある万は、早めに医師に診てもら

いましよう。

①朝起きると、手が二わばっている

②はれている関節が三つ以上ある

①左右対称に関節がはれている

“女l性の敵"ともいえるリウマチ

疾患一一「おかしいな」と思つだら、

すぐに病院へ行って下さい。

-園 9. 彊彊=1$1

関舗のはれにご用心

リウマチ痛の

出やすいこの時期

手足ガこわばっだり 、 関節ガはれ

疋りするリウマチl性の病気は、 慢性

でなかなか治りにくいものです。患

者叡も増え続け、 リウマチに近い症

状の患者を合わせると、 500 万人以
上いるといわれています。

女性ガ患者全体の約80%と圧倒的
に多いのガリウマチの特徴です。女

性の場合、 20歳代から始まり 、 50歳

代まで増え続けるといわれています。

つまり 、 働き盛りの女l性の病気です。

出産や育児、 家事ガ忙しいときに発

病して悪くなっていくのは、 本人だ

けでなく家族にとっても“痛い"病

気といえます。

発病の仕方はまちまちです万、 急

性の病気ではありません。症状ガ悪



(7) 広報し

置す自 6月 28日(金)午前10時まで
下記のことに留意し指定場所へ出して下さい。

回収時間

回収日の午前10時まで
(回収日以外の日には出さないで下さい。)

回収する粗大ごみ

テレビ、冷蔵庫、洗たく機、自転車、 ミシン、ベッ
ド、机、イス、家具、ふとん、 じゅうたん等。(そ

の他のものについては事前に厚生課へお問 L 、合わせ

下さい。)

注意事項

一般ごみ、不燃物(カン・ビン類)は従来通りの
日程で回収しますので、粗大ごみの回収には出きな

いで下さい。

ゴム製品・ビニール等(うすいアゼシート・ハウ

ス用ビニールシート)などの産業廃棄物及び事業所

からの排出はお断りします。

組大ごみの中にはまだまだ利用できると思われる

ものがたくさんあります。出す前にもう 一度利用で

きないか石雀認しましょう。

次の回収日は 9 月 28 日(土)です。

上|下|上|新|北|北南|上|燈|牛|牛|田|回|見|西|志|判明μq地|粗
野1 1 舗|磨|淵1 忽1 1 1 1 1 1 IJ"'I T~ 
台|野野|四|古川 1::1 1奈 1 津|河1 1之 1 1 天
団1" ~'I 団|団|団 1 1団 1 1"'1 I '~ l' � I~Iロ|

村|林|林何回|回目|地|地|地|洲|地l窪|良|岡い 11 I原!日|内|円忌
農|別|蔵お喰|集|野|北牛|公|ポ|猪公|遊|集|公|池公|八剖二|公|荒I I 回
協同|置ん瞳|会|回|東湖陸|ン|池民|園|荷|民|ノ民|反 i章|本|民|木1 1 収
支|パ|所じ慎|所1 :集|入団陣|プ|公館|地|場|館|下館|地/1 11松|館|谷 1 1 ~昼
所|ス|績橋附横|荷 l 口地同|室|民 |前 I I I公 |墓グI I西|パI I 翌
北|停| 同1 1 場| 駅捌|横|館 1 1 1 1民 |地ラ|附|ス 1 1 附
側|北| 澗I I I I I I I I I I館|南 ン I I I停
側 I I I I I I I I I I I I東ド

側

t -1' の ぷ、

一
実て に 害 がぐ

圏六 施配な ご虫おる夏
月時布お 協駆くみに
十期し薬 力除れで発

圃
ム ま斉IJ 下をる駆生ノ、

日 すは さ展よ除す
か 。 地 い開うしる
ら 区 。 し全毎蚊

圃七 実 ま岡T 日
月 E美 す ー 快ハ

tコ』エ の斉適 エ

E匝
十 を でになを

i盈 運衛 生 地
日 じ 動生活区

ま
で
に
六
回
実
施
し
ま
す
。

こ
の
実
施
時
期
に
合
わ
な
い
時
は

地
区
又
は
組
で
日
程
を
決
め
て
実

施
し
て
下
さ
い
。

使
用
薬
剤

礼
剤

(
D
D
V
P
五
%
、
タ
イ
ア

ジ
ノ
ン

4

一%
)

散
布
要
領

原
液
を
二
百
倍
に
う
す
め

一
戸
あ

た
り

一
同
六
リ

ッ

ト
ル
を
便
所
及

び
そ
の
周
辺
、
下
水

等
に
散
布
し

て
下
さ
い

。

二
百
倍
液
の
っ
く
り
方

三
十
∞
の
原
液
を
六
リ
ッ

ト
ル

の

水
に
入
れ
て
よ
く
か
き
ま
ぜ
ま
す
。

注
意
事
項

①
薬
剤
は
地
区
又
は
組
単
位
で
散
布

し
個
人
で
散
布
し
な
い
で
下
さ
い
。

②
薬
剤
原
液
は
テ
ン
プ
ラ
油
等
と
、

又
う
す
め
た
も
の
は
カ
ル
ピ
ス
等

と
間
違
い
や
す
い
の
で
十
分
注
意

し
て
下
さ
い
。

③
薬
剤
と
同
時
に
事
故
防
止
用
ラ
ベ

ル
を
配
布
し
ま
す
か
ら
必
ず
ビ
ン

等
の
容
器
に
は
り
つ
け
て
下
さ
い
。

④
既
設
の
浄
化
槽
に
は
絶
対
に
流
し

込
ま
な
い
で
下
さ
い
。
浄
化
槽
内

の
大
切
な
微
生
物
が
死
ん
で
機
能

を
発
揮
し
な
く
な
り
ま
す
。

平成 3年度 衛生委員・母子保健推進員名簿
地区名 氏 名 住: 所 電話 地区名 氏 名 住 所 電話

国 中 f尋 江 山之内15-2 64-6775 田窪団地 i度 辺 1室、 夫 田窪1976-36 64-2846 

山之内 渡部 あや子 /1 1619-2 64 -0620 井 r9 図 '申'"、 牛測1159 64-8661 

)11 キす カネ代 /1 452-2 64-8979 牛 j自j 星 )11 千栄子 /1 705 64 -0782 

菅 好 ツネ子 樋口512 64 -3490 f中 回 11[5 子 /1 1408-2 64 -5342 
t通 口

* 国 1:見 子 837 64 -6086 野 中 香代子 牛務IJ団地36棟22号 64-0813 /1 

色信夫子 横河原351-6 64-2535 
牛洲団地

械 エ ミ コ 40棟14号 64-3009 戸 /1 

成河原 松 本 カヅ子 /1 339 64-2217 日月 資 益雄 南野田454-2 64-8493 

野 間 勇 348 64-2112 
南野田

H月 カ県同 八重子 264 64-8560 " /1 

越 智 清美 志津川 1729- 4 64-9379 
北野田

|司 間 家 子 北野田129 64-3687 

志津 川 野 一 子 /1 905-5 64-5462 竹 内 勇 /1 1068 -6 64-9013 

武 智 允 子 /1 678 64 -3676 上樋団地 i~ 井 ヒロ子 牛測1845 ー 15 64-0955 

西 |珂
岡 本 チズ子 西岡797 64 -6354 北野台団地 矢 野 虫干 正 北野田 1010-) 64-8240 

須 )11 えり子 /1 156 64-0646 キ日 原 悦 子 /1 609-2 64-8392 

林 武 男 599-34 64-0199 
新 村

寺久保 守 /1 407-) 64-3235 /1 

f番磨台団地
入船清 子 /1 623-7 64 -6632 菅 原 f~ 子 上林甲2030 64 -6181 

i度 昔日 末 τEt 3 見奈良950 ー l 64-2510 上 中本 森 l順 子 /1 甲 1239 64 -9180 
見奈良

松 本 ミチ子 891-2 64-8151 森 1日 吉 /1 甲2921 64 -8025 /1 

I也 問 主主 雄 田窪898-3 64 -6040 
下 中本

止l 駿一郎 下林甲1586 64-2562 

平 岡 靖 子 /1 1589 -6 64-8780 野 中 スミ子 /1 甲2766 64-2531 
回 窪

大 西 光 子 1299-6 64-3188 越智 実 上村甲639-1 64 -3175 /1 

キサ
渡部 変 子 1675 64 -6075 

上
市 平日 子 甲 191 64-3875 /1 高 /1 
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催
し
・
教
室

相
談
・
募
集8 ページのお問い合せは

町民会館

ft64-1500 

菊
e

つ
く
り
講
座
②

ぶ

6

月
日
日
出
口
時
叩
分
i

町
民
会
館
玄
関
前
ロ
ビ
l

鉢
上
げ

摘
芯
他

無
料

愛
媛
県
菊
花
協
会
理
事

野
本
権
六
先
生

今
後
の
予
定

3

回

7

月
初
日
出

4

回

9

月
別
日
出

白
四ML
、

、
ド
ん
い
且E

伯
、
w
μ

~
 

内場日

容所時

の

受
講
料

講
師

げし幸良広

中
央
婦
人
学
級

受
講
生
募
集

重
信
町
教
育
委
員
会
で
は
、
重
信

町
婦
人
会
と
共
催
で
、
「
重
信
町
中
央

婦
人
学
級
」

を
開
催
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

一
、
対
象

重
信
町
在
住
の
婦
人

二
、
学
習
期
間

六
月
か
ら
十
二
月

三
、
募
集
人
数

講
座
に
よ
り
定
員

有
(
五
十
名
)

四
、
申
し
込
み
方
法宮

六
回
l

一
五
O
O

〈
講
座
内
容
〉

一
、
健
康
講
座

二
、
趣
味
の
講
座

三
、
一
日
研
修

四
、
教
養
講
座

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は

各
戸
に
案
内
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
用
テ
ン
ト

取
扱
い
講
習
会

日
時

7

月
口
日
樹

午
後
7

時
叩
分
か
ら

重
信
中
学
校
野
球
場

(
雨
天
の
時
は
町
民
会
館
)

主
催

重
信
町
教
育
委
員
会

講
習
内
容

。

テ
ン
ト
の
設
営
方
法

O

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
の
留

立
田
川
占
…

受
講
者
に
は
、
町
保
有
テ
ン

ト
の
無
料
貸
し
出
し
を

許
可

し
ま
す
。(

一
人
2

張
り
ま
で
)

場
所

特
典

映
写
技
術
講
習
会

6

月
別
日
制

午
後
7

時
加
分

1
9

時
叩
分

町
民
会
館

3

階

視
聴
覚
音
楽
室

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

検
定
員
中
村
正
史

視
聴
覚
機
器
取
扱
い
に
関
す

る
実
技

資
格
認
定受

講
者
に

は
修
了
証
を
交
付

し
、
映
写
機
及
び
教
育
映
画

フ
ィ
ル
ム
を

貸
し
出
す

。

日
時

場
所

講
師

内
，チョ

tヨ「
町民
フール

般
開
放

愛媛スポレク祭町予選

クロッケ一大会の開催について
日時 6 月 30 日 (日)午前 9 時から
場所 重信中学校運動場
主催 重信町体育協会
後援 重信町教育委員会
参加資格
(1) 重信町に在住している者で町予選で勝ち残っ
た際、郁子選( 8 月 11 日) ・ 愛媛スポレク祭 (9 月
29 日)に参加できる者。

(2) 一般の部. .....年齢、性別制限なし。

老年一部…..60才以上70才未満、性別不問。
老年二部一・・70才以上、性別不問。
(年齢は平成 3 年 4 月 1 日現在)

競技方法

(1) 競技はト ーナメント法による。但し、参加チ
ーム数によ っては、予選 リーグ、決勝トーナメ

ン 卜法によることもある 。
(2) チームは、選手 3 名で編成する。
(3) 規則jは愛媛県クロッケー競技規則に準ずる。
(4) 競技時間は15分とし、得点制で行う。

申込期限 6 月 24 日(月)
申込方法 町民会館に備え付けの申込用紙に記入

プ
ー
ル
監
視
員
募
集

開
放
期
日

一

町
民
プ
ー

ル
監
視
員
を
次
の
と
お

0
7

月
幻
日
か
ら

8

月
刊
日
ま
で

一
り
募
集
し
ま
す
。

毎
日

一
募
集
人
員

8

名

0
8

月

口
日
か
ら
8

月
白
日
ま
で

一
応
募
資
格

水
・
土
・
日
曜
日
開
放

一

町
内
に
居
住
す
る
大

学
生
で
、
次

開
放
時
間
日

時
か
ら
日
時
ま
で
一
の
条
件
を
み
た
す
方
。

使
用
料

無
料

…
①
身
長
m
m
以
上
で
、

一
応
の
水
泳

登
録
方
法

…
(
平
泳
ぎ
・
クロ
ー

ル
・

背
泳
ぎ
)

小
学
校
五
年
生
以
上
の
町
内
に

一
が
で
き
る
こ
と
。

居
住
し
て
い
る
方
に
限
り
登
録
で

一

②
期
間
中
休
ま
ず
に
勤
務
で
き
る
こ

き
ま
す
。
ま
だ
登
録
し
て
い
な
い
・
と
。

方
は
、
町
民
会
館
備
え
付
け
の
申

一
③
健
康
で
責
任
感
の
あ
る
男
子

込
書
に
写
真
1

枚
を
そ
え
て
、
教

一
期
間

育
委
員
会
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

…

7

月
幻
日
か
ら
8

月

H
日
ま
で
の

な
お
、
昨
年
ま
で
の
登
録
者
は
登
一
毎
日

録
証
を
提
出
し
更
新
し
て
下
さ
い
。

…

8

月
口
日
i
8

月
白
日
ま
で
の
水

-

土
・

臼
曜
日

ロ
時
か
ら
口
時
ま
で

日
当

四
、
六
O
O
円

応
募
手
続

7

月
刊
日
ま
で
に
、
履
歴
書
を

社
会
教
育
諜
ま
で
提
出
し
て
下
さ

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。

日は「防火の日」一一一月毎
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J固
持圏
雲ぞ圏
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: まに
; すはあ j
i か、な i

o どた i

うは j
す、:

れ 差 i
'i ,lJ Jj : 
ょを:
いな :
とく i
思す j
いる :

O

前
回
の
調
査
結
果
と
比

べ
る
と

「
時
が
た
つ
て
な
く
な
る
ま
で
待

つ
」
と
答
え
た
割
合
が
低
く
な
っ

て
い
る
。
一
方
、

「

一
人
一
人
が

日
常
生
活
の
中
で
な
く
す
る
よ
う

に
努
め
る
」
が
七
・
八
%
高
く
な

っ

て
、
全
体
で
六
0
・

八
%
を
占

め
て
い
る
。
し
か
も
、
年
代
が
若

く
な
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
割
合
が

高
く
な
っ
て
お
り
、
学
習
の
結
果

差
別
を
自
ら
と
の
か
か
わ
り

で
考

え
ら
れ
る
人
が
増
え
て
き
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

O

「

積
極
的
に
学
習
に
参
加
す
る
」

と
答
え
た
人
が
、
大
正
・

明
治
生

ま
れ
の
人
で
わ
ず
か

二
・
四
%
、

全
体
で
も
三
・
六
%
と
低
い
数
値

を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
従
来

の
行
政
主
導
に
よ
る
学
習
会
か
ら
、

住
民
の
自
覚
に
よ
る
差
別
解
消
へ

主
体
的
な
取
り
組
み
へ
と

、

変
わ

っ
て
き
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
‘

今
後
も
、
学
習
者
の
ニ
ー
ズ
に
こ

た
え
る
啓
発
活
動
が
望
ま
れ
る
。

O

「
時
が
た
つ

て
な
く
な
る
ま
で

待
つ
」
「
よ
く
考
え
て
い
な
い

」

と
答
え
た
割
合
を
合
わ
せ
る
と
、

全
体
の
二
一一
了
三
%
で
、
約
四
人

に
一
人
い
る
こ
と
に
な
る
。
特
に
、

高
年
齢
層
に
な
る
に
つ
れ
て
割
合

が
高
く
な
り
、
(
昭
和
一
け
た
生

ま
れ
の
人
で
二
七
・

五
%
、
大
正

・

明
治
生
ま
れ
の
人
で
二
八
・

六

%
)
こ
の
こ
と
か
ら
、

差
別
を
他
人
事
と
し
て
考
え
て

い
る
人
が
、
ま
だ
ま
だ
多
い
と
受

け
と
め
ら
れ
、

一
層
の
同
和
教
育

の
推
進
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

。

生
き
生
き
講
座
。
の
ご
案
内

お
も
に
、
女
性
や
高
齢
者
の
方
を

対
象
に
、
毎
日
の
生
き
方
を
見
直
す

機
会
と
し
て
、
年
三
回
開
設
し
ま
す
。

ご
出
席
さ
れ
る
方
の
ご
都
合
を
考

え
、
毎
回
、
同
じ
内
容
で
畳

・

夜
二

回
開
講
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
人
々

の
ご
出
席
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

|
細
部
は
後
日
ご
案
内
し
ま
す
。
ー

な
お
、

重
信
町
人
権
講
座
は
七
月
か
ら
で
す

。

重
信
町
婦
人
会
・
吉
田
町

婦
人
会
と
交
流
す
る
。

五
月
九
日
北
宇
和
郡
吉
田
町
で
、

重
信
・

吉
田
両
町
婦
人
指
導
者
五
十

五
名
が
参
加
し
て
、
交
流
学
習
会
を

行
な
い
ま
し
た

。

最
近
は
か
地
域
。
の
重
要
性
が
見

直
さ
れ
て
お
り
、
婦
人
会
も
地
域
の

中
核
と
し
て
の
活
動
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

学
習
会
で
は
、
組
織
の
運
営
方
法

や
活
性
化
、
ま
た
具
体
的
な
活
動
報

告
な
ど
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
な

わ
れ
、
今
後
も
「
地
域
づ
く
り
」
に

寄
与
で
き
る
婦
人
会
活
動
を
続
け
な

け
れ
ば
と
、
会
員
同
志
意
識
を
新
た

に
し
ま
し
た

。

重
信
町
教
育
相
談
室

子
供
の
教
育
上
の
諸
問
題
や
悩
み

ご
と
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
る

重
信
町
教
育
相
談
室
を
開
設
し
て
い

ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時

毎
週
水
曜
日
日
時

i

口
時

場
所

図
書
館
三
階

方
法
直
接
来
ら
れ
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。
子
供
か
ら
の
電
話
も

受
付
け
て
い
ま
す
。

fi64 - 3437 へ

7 6 月

31124 17110 3126 19112 5 日

池林 高稲 近 近 青 八高
中目

JII 僑荷 藤 藤井 木橋
談

敏シ 謙善 良 栄 正 光謙 員
朗子 {居 宏 史 秋 一

重
信
町
心
身
障
害
児
教
育
相
談

心
身
に
障
害
を
も
っ
子
供
の
保
護

者
を
対
象
と
し
た
相
談
会
を
左
記
の

と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

相
談
日
七
月
十
九
日

掛

場
所

重
信
町
民
会
館

相
談
員
O

愛
媛
大
学
医
学
部

金
津
彰
先
生

O

県
立
第
一
養
護
学
校

兼
久
卓
巳
先
生

O

県
立
第
二
養
護
学
校

甲
光
徹
先
生

O

県
立
第
三
養
護
学
校

井
上
和
子
先
生

申
し
込
み
等

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
重
信

町
教
育
委
員
会
(

宮
六
回
|
一
五
O

O
)
ま
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い

。

折

り
返
し
詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

* 一新刊図書のご案内---* 
〈哲学書>0モタさんの定年後ちょっといい生き方

(斎藤茂太)0愛するという こ と (エーリ ッ ヒ ・ フロ

ム) <歴史書>0謎の古代女性たち(黒岩重吾)く〉徹

底検証昭和天皇独臼録(藤原彰) <社会教養書〉 く〉
日本人は今、 f可をなすべきか(藤井昇) 021世紀地

球文明の創造〈家政学書〉く〉料理の学校1 ・ 2(主婦の

友 ) 0合成洗剤の話(日本消費者連盟) <文芸書〉。

君の名 は(菊田一夫)く〉海の微笑(陳舜臣)く〉家族の

繍顔(津地久枝) ・ ・・など。

〔児童図書〕く〉できるよ、てじな(ナポレオンズ)。
あそびの大宇宙シリーズ(かこさとし)く〉魔女のさ

んすう絵本シリーズ(長崎武昭)0野外活動おもし
ろ図鑑シリーズ(尾崎忠昭)く〉スポーツ体育ものが

たりシ リーズ(岡尾恵市)…ー・など。
0今月の標語〈本は、読む人を語る〉

0 開館時間は 9 時から 5 時30分までです。

毎週月曜日，毎月末日 ， 第 3 日限日，

祝日，年末年始

午後 1 時30分から~1it.J: Lき !i; : ;:
fi64-3414 

一一一納税は便利な口座振替で一一一
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ぷ、の'1' し幸良広

告
知
板

つくるう f
クリアな電波環境
-E雪ml3J店駐車重量箇.:lii田;_111::::-

-不法コードレス電話

餅
か
ん
が
い
期
に
お
け
る

農
業
用
水
路
等
で
の

事
故
防
止
に
つ
い
て

か
ん
が
い
期
に
な
る
と
農
業
用
水

路
は
水
量
が
増
し
流
れ
も
速
く
な
る

為
危
険
で
す
。
農
業
用
水
路
で
の
事

故
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

一
、
児
童
等
は
農
業
用
水
路
内
で
遊

ん
だ
り
泳
が
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
農
業
用
水
路
は
暗
渠
「
ト

ン
ネ
ル
L

箇
所
数
も
多
く
非
常
に

危
険
で
す
。

二
、
農
業
用
水
路
内
に
木
片
、
廃
棄

物
等
を
投
げ
込
ま
な
い
で
下
さ
い
。

水
路
に
物
を
投
げ
込
ん
だ
場
合
、

計
画
配
水
に
支
障
を
お
こ
す
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
水
路
を
せ
き
と
め

溢
水
き
せ
、
田
畑
等
を
流
失
さ
せ

た
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

d雪辱

語金
.不法アマチュア無線

時議

5 1 ・ハイ川一市民ラ ジオ
無
線
局
は
や
め
ま
し
ょ

っ

.不法パーソナル無線

-監事凋加盟冨~~誼‘fëllØ.....圃

- 屯 i皮は、限りある大切な資源で忌す。

・ これを、できるだけ多くの人に、公平に、 しかも能

率的に使用できるようにするために、電波法令は、

電波を正しく 利用するルールを定めています。

未
利
用
地
の
管
理
は

で
き
て
い
ま
す
か
?

農
作
物
へ
の
被
害
防
止
及
ぴ
良
好

な
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
、

宅
地
化
さ
れ
た
状
態
に
あ
る
土
地
、

未
利
用
の
雑
種
地
、
耕
作
さ
れ
て
な

い
農
地
な
ど
に
雑
草
等
が
繁
茂
し
な

い
よ
う
に
所
有
者
、
管
理
者
等
は
常

に
適
正
に
管
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

あ
な
た
の
所
有
地
に
は
雑
草
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
雑
草
等
が
繁
茂
し
て

お
り
ま
し
た
ら
速
や
か
に
除
去
し
て

下
さ
い
。

所
有
者
等
が
不
明
の
場
合
は

厚
生

課
ま
で
連
絡
し
て
下
き
い
。

草
刈
り
承
り
ま
す
(
六
月j
十
月
)

重
信
町
森
林
組
合
で
は
、
未

利
用

地
等
の
雑
草
刈
り
を
代

っ
て
い
た
し

ま
す
。-・・・~.，軍事『凋事電沼軍軍帽Ý~軍訟司匝・E圃・・・・

-現在、テレビ、ラ ジオの受信や瞥察無線、消防無線、

防災行政無線など国民の生命、財産を守るために重

要な役割l を果たしている無線通信に種々の電波妨害

が発生しています。

土
砂
災
害
防
止
月
間
四

こ
れ
か
ら
秋
に
か
け

て

は
、
梅
雨

や
台
風
、
秋
雨
前
線
な
ど
の
影
響
で

大
雨
の
降
り
や
す
い
季
節
で
す
。

山
間
地
で
は
大
雨
が
降
れ
ば
大
き

な
災
害
が
発
生
す
る
こ
と
も
予
想
さ

れ
ま
す
。

ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
災
害
情

報
に
は
十
分
注
意
し
、
常
に
懐
中
電

灯
や
携
帯
ラ
ジ
オ
な
ど
を
準
備
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

又
、
危
険
な
場
所
を
見
か
け
た
と

き
は
、
す
ぐ
に
役
場
建
設
課
へ
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

E返事宿泊唇竜王藷幸喜書誌1~.Ii‘E理竃F.温聞匝5IIM・

バ五五五1 松山市富田町 8 -5 ft36-5051 
斗 - . -/松山電気通信監理局

日
程
及
び
料
金
に
つ
い
て
は
電
話

に
て
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

人
夫
ご
希
望
の
方
は
重
信
町
森
林

組
合
宮
六
回

l

一
一
一
一
五
まで

「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・
サ
イ
ク

ロ
ン
救
援
金
」
及
び
「
ソ
連
・

グ
ル
ジ
ア
地
震
救
援
金
」
の

募
集
に
つ
い
て

"-

「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・
サ
イ
ク
ロ

ン
救
援
金
」

及
び
「
ソ
連
・

グ
ル
ジ

ア
救
援
金
」

に
つ
い
て
日
赤
で
は
被

災
者
救
援
の
為
、
緊
急
援
助
活
動
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

0

0
受
付
機
関

O

日
本
赤
十
字
社

O

日
本
赤
十
字
社
愛
媛
県
支
部

住
所
松
山
市
一
番
町
四
丁
目

官

二
一
1

八
六
O
三

O
受
付
口
座

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・
サ
イ
ク
ロ
ン
救

援
金
関
係

O

伊
予
銀
行
愛
媛
県
庁
支
店

普
通
預
金
「

一
二
O
八
六
九
四
」

O

愛
媛
銀
行
県
庁
支
店

普
通
預
金
「
四
五
九
五

二
O
八
」

O

郵
便
振
替
(
日
本
赤
十
字
社
)

「

東
京
福
一
|

五
六
O
六
」

ソ
連
・
グ
ル
ジ
ア
地
震
救
援
金
関
係

O

伊
予
銀
行
愛
媛
県
庁
支
店

普
通
預
金
「

一
二
O
八
六
八
六
」

O

愛
媛
銀
行
県
庁
支
店

普
通
預
金

「
四
五
九
五
三
O
四
」

相談
無料

各
種
相
談
所
秘密
厳守

宮 館 4 I 10 6 町刷 。 社I 事室 130 2 刷 。 時。
4 1 丁 11 15 日 4 見日 時日 日 日

l 階目時間↓ l 時 i i「 riI 4 l 良時 15 時

2 震 la所 第月 2i6d冨~ 時 6 ~~ ~ I 6fT pJf6 

1 Jt& 2 :t~ 1 曜 通故事 5 重 16 月 保 月 配~'-; 15 月 月
l 県 ・日 4 信時 4 墜 含J所庁 l日3E 時円富r2却0
12 震 3 I 町日 2 日 相 日 相 日 相

松土金 相 商 p所判 ω 附 談 令所明 嗣 2 (榊
事故県 山曜曜談| 

i i? 開↑;↑ iz ↑庁第 市日日
相 一
所談 一 町番 9 9 重信 3 1 2 (対 役場 11 I ~ I 
別時時 E 日階 日 15
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受
給
者
の
方
へ

六
月
は
現
況
届

提
出
月
で
す
。

に
振
込
み
通
知

書
と
と
も
に

届
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

な
お
、
児
童
手
当
や
特
例
給
付
の

受
給
資
格
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
方
で
、

ま
だ
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い

方
は
、

役
場
厚
生
課

(
公
務
員
の
方

は
勤
務
先
)
へ
申
請
の
手
続
き
を
し

て
下
さ
い
。

六
月
中

子どもはいつも主人公

応援します

児童手当

現
況

刑務所作業製品展示即売会
「社会を明るくする運動」の一環として、矯正行

政を紹介するとともに、刑務所に収容されている人
たちが、更生のために製作した木工家具、篠製品、

紳士靴、みそ、しょうゆなどの展示即売会を開催し

ます。

日時

場所

6 月のこよみ(水無月)
環境問問(環境庁)

農薬危害防lt運動(厚生省、農麻水産省)

リウマチ月間 (厚生省)

地区通洋活染防i上推進運動(海上保安庁)
男女雇用機会均等月間(労働省)
まちづくり月間(建設省)
工砂災害防正月間(建設省)
人権擁護委員の日(総務庁、法務省)
水道週間 (~7 日 ・ 厚生省)

気象記会日(気象庁)
電波の日(郵政省)
電波利用保護旬間 (~10日・郵政省)

テレコム旬間 (~15日 ・ 郵政省)

ガけ崩れ防正週間 (~7 日・建設省)

低公害車フ工戸'91 (~3 日 ・環境庁)
危険物安全週間 (~8日・消防庁)
測量の日(建設省)
歯の衛生週間 (~10日・厚生省)
世界ろう者会議 (~11日・東京日本武道館にて・
厚生省〉

通洋活染防↓上推進週間(~竹日・海上保安庁)
計量記念日 (通商産業省)
土砂災書防正月間推進の集い全国大会(建設省)
全国ボランティ戸大会 (~16日・厚生省)
貿易記念日 (通商産業省)

1 日

2 日

ロ
】
ロ
】
口
】

q
u
』
叫
R
V

児
童
手
当
(
特
例
給
付
)
受
給
者

の
方
は
、
毎
年
六
月

一
日
か
ら
六
月

三
十
日
ま
で
の
聞
に
、
現
況
届
を
提

出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
現
況
屈
は
、
受
給
者
の
前
年

の
所
得
状
況
と
六
月

一
日
現
在
の
養

育
の
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
た
め
の

届
け
で
す

。

も
し
、
こ
の
届
け
を
提

出
さ
れ
な
い
と
、
引
き
続
い
て
受
給

資
格
が
あ
っ
て
も
、
六
月
以
後
の
児

童
手
当
(
特
例
給
付
)
の
支
払
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
か

ら

必
ず
提
出
し
て
下
さ
い

。

現
在
受
給
中
の
方
へ
は
、

7 日
12日
15日
28日

9:00-14:00 7 月 21 日(日)

松山刑務所

重信町大字見奈良

花菖蒲ーよいおとずれ一

翼珠一健康・長寿一

初裏・梅雨・立夏

花麿

誕生石

書簡用語
ft64-3355 
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一
川
Y

ー
ヰa

ホ
タ
ル
は

、

環
境
を
守
る
た
め
一

一
山
町
劃
迦
圃
の
一
つ
の

。目
印。と
い
わ
れ
て
一

一

1
μリ
川
川
以
臨
闘
い
ま
す

。

き
れ
い
な
水
が
な
け
れ
一

一
外

9
1

ば
、
ホ
タ
ル
は
生
き
ら
れ
な
い
か
一

一
ホ
タ
ル
は
夏
の
夜
の
風
物
詩
と
ら
で
す

。

ホ
タ
ル
の
光
は
、
。
環
一

一
し
て
、
昔
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
ま
境
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
ラ
ン
プ
。
と
い
一

一
し
た。
し
か
し
、
ひ
と
こ
ろ
は
農
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

。

一

一
薬
や
水
質
汚
濁
の
影
響
で
、
ほ
と
あ
な
た
の
地
域
で
は

、

ホ
タ
ル
一

一
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
を
見
か
け
ま
す
か
?
一

一
ま
し
た

。

と
こ
ろ
で
、
毎
年
六
月
五
日
は
一

一
そ
れ
が
、
最
近
は
地
域
住
民
の
「
世
界
環
境
デ
|
」
で
す

。

こ
の
一

一
努
力
で
、
各
地
で
ホ
タ
ル
復

.

.

.

 日
か
ら
一
週
間
が
環
境
週
間
ん

一
活
の
う
れ
し
い
話
題
を
耳
に
圃
・
・
固
で
す
が
、
今
年
は
、
環
境
庁
一

一
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

。

し
凶
・
・
が
発
足
し
て
二
十
年
に
当
た
一

…
環
境
庁
が
一
昨
年
に
選
定
」
誼
.
る
の
で

、
六

月
を
中
心
と
す
一

一
し
た
「
ふ
る
さ
と
い
き
も
の
J
e
-
-
-る
約
一
か
月
聞
を
、
「
環
境
一

一
の
里
(
小
動
物
生
息
地
環
境
志

.

.

 
月
間
」
と
し
て
い
ま
す

。

テ
一

一
保
全
地
域
)
」
は
、
ト
ン
ボ
、
-
-
-
-
ー
マ
は
、
「
環
境
に
や
さ
し
い
一

…
チ
ョ
ウ
な
ど
の
身
近
な
小
動
・
圃
・
・
暮
ら
し
と
社
会
を
求
め
て
」
一

一
物
を
対
象
に
し
た
も
の
で
す
が
、
で
す。

一

一
そ
の
半
数
近
く
が
ホ
タ
ル
の
里
で
-
=
=
ご

F

一
三
ご
一
一

F
Rノ
ハ
ハ
ノ
ー
一

四
す

。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
安
一
三
‘

4
υ
/
ヘ
「

i

ぜ
ぶ
日

一
ル
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
の
催
し
が
始
ま
一
=
=
四

\
L
F
J

三

F
り
ま
し
た

。

一
三
一
一
一
下
ι
か
パ
ト
\
じ
ν
ρ
l
j
q
h陸料
，

一
二
三
ニ
ヘ
切
の
~
寸
引d
A

一

一
今
年
、
第
三
回
の
ホ
タ
ル
サ
ミ
一
三
三
一

r叫
が
勺
新
総
一

一
ッ

卜
が
聞
か
れ
る
宮
城
県
東
和
町
一
三
三
玄
己
主
.
二
認
は
臼

一
に
は

、

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
一
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
と
ご
ニ
一
で
守

d
却
比
三
一
一

一
さ
れ
て
い
る
源
氏
ポ
タ
ル
の
生
息
一
三
一
三
主
二
一
三
戸

T
Lき
一
世
一
一
一

一
地
が
あ
り
ま
す

。

町
で
は
川
の
清
一
三
二
一
三
室
一
言
語
辞
璽
二

一
掃
、
幼
虫
の
放
流、

ホ
タ
ル
の
捕
一
三
一
孟
一
三
=
三一E
E
=
話
器
開
=
一

一
獲
防
止
な
ど
に
努
め
て
い
ま
す

。
一
三
三
一
主
=
立
=
三
重
二

r
'

・
・
I
H
-
-
i

・
i
'
u
h
-
-
1
・
4
h
t
・
f
h
t
・
-
h
t
h
t
・
i
，
.
，

h
・
i
h
i
'

・
h
i

・
i

，
‘
，

.
t

一一一たばこは町内で買い ましょう 一一一
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固圏園圃園⑫⑧

の

お誕生おめでとう
地区 保護者 出生児 読み方 生年月日

上村 l高須賀 F釜 亮 介 りょうすけ 4 ・ 5

牛沸l 芝 平日 彦 美 皇 み さ と 4 ・ 8

北野田 i掌莱謙二 啓 け L 、 4 ・ 9

南野間 菅原啓之 宅万金τ・ 平 しゅうへい 4 ・ 9

牛沸j 中間 1専富 彩 香 あやか 4 . 15 

志津川 中城有喜 日青 喜 lま る き 4 ・ 15

見奈良 幾烏百合子 夢 乃 ゆめの 4 ・ 17

樋口 f回 安弘 直 樹 なお き 4 ・ 19

下林 武智宏介 イ圭寿恵 かずえ 4 . 19 

横河原 佐伯 1専之 同リ 巴 たけみ 4 ・ 21

田窪 藤原慶喜 優 太 ゆ つ fこ 4 ・ 26

見奈良 西岡勇次郎 慎 一 郎 しんいちろう 4 ・ 26

牛湘l 中村靖彦 巧 Tこ み 4 ・ 26

牛消l i度遁 三 男 智 理 さ と り 4 .26 

志津川 山本哲也 晃 子 あ き 」、 5 . 1 

西岡 豊永圭三 恭 平 きょうへい 5 . 1 

南野田 古谷親畠 恵 理 え り 5 ・ 2

田窪 竹内予定明 賢太郎 けんたろう 5 ・ 2

横河原 水田哲彦 敏 亮 としあき 5 ・ 3

横河原 村上維 ー 大 fご 、、 5 ・ 5

組口 菅本秀明 将 也 ま さや 5 ・ 8

30(日)

2ω 

地区 氏 名 年令 死亡の日

牛沸l 中目 原 曹手 i工 75 4 ・ 15

北野臼 相 原 光 64 4 . 16 

西岡 葛 !京 稔 78 4 ・ 1 6

南野田 松 回 佐都貴 88 4 . 18 

回窪 相 原 H青 占佳 67 4 ・ 19

北野田 町- 口 貞 子 86 4 . 22 

志津川 菜 回 7 ユミ 41 4 . 23 

牛消l { 晶 本 薫 79 5 . 6 

上林 森 光 在住 41 5 ・ 7

上林 7皆 原 日月 見 64 5 ・ 8

牛 i刻 松 本 荷主 康 70 5 ・ 13

心よりお悔み申し上げます

⑧
⑧
⑧
⑮
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受付 9:30-10 ・ 00 I 
I iUT 

学級 10 ・ω-12 ・ 30 I 
一心配と/: .什財政所li正bU二iliるがn受一場 :吾 B主主
粗大ごみ回収日(指定場所へ10時までに出して下さい)

7 竺 "1 竺-，町.-'f ;理一 ..L..... 一一一一… j 一一ー
当番医 八木耳鼻咽喉科皮膚科牛沸~ft匂4-5400

健康診査 | 受付 9:00-11:30 1 
I :: ';_ . :::: ::::: 1 南野回公民館

(対象40歳以上の方) 1 診査 13 :00-15:00 1 

文 学 講座①

中央料理教室①
健康診査

(対象40歳以上の方)

おはなし会 い3:30-15:001 図書館 2 F 

当番医 国立療養所愛媛病院横河原 告64 - 2411

1 健康づくり料理講習会 I.o . o^ .~.ool 
8 (月 ~'::，，:， ，~'I~-;'I=~~ 110 ・ 00-12: 30 I 見奈良公民館

| (1日 30品目を目標に) 1
0

- ' - - . _ . _- I 

l歳6 ヶ月児健診(対象H元 I .o . ^^ .. .̂o I 
11 3 : 30-14 ・ 30 I 町民会館

10附 1 /11 ・ 12 月 生まれの児) IO_'_v o. ._v 1 

不燃物回収日

心配ごと ・行政相談所 1 13: 00 -15 : 00 1 役場 2 階会議室

子宮けいがん ・ 1しがん検診 I .^ . oo . ..00  1 
1 13: 00 -l4 : 00 1 南吉井小学校体育館

(対象30歳以上の女性) 1 ._.VV • "vv  1 

竺之上ー講習ー今一・ l .~~.: ?~.-:-:?~ : .00. .1一重信中一宇紫野理常
健康づくりスクール④
(一般住民)

受付 1 3 ・ 30-14 ・ 00 I 
|町民 会館

7-/レ 14ω-16:00 I 

13:30-15:00 1 図書館 2 階
当番底 十全病院 川内町南方 合66 - 5011

子宮けいがん ・礼がん検診 1 '0'00 "'001 113 :30-14 :00 1 北吉井小学校体育館
(30歳以上の女性) 1 'V'V_ • • ._v 1 

文竺一講一堕@….J.13. :. 3.~~1.~:.:刊1..l .~T.一一号一一今一一ー!-g
結核検診 ・肺がん検診 19 日まで |各 地 区

菊づくり講座③ 1 13:30-15: 301 町民会館
当番医 藤石クリニック 志津川 ft64-1234

本日から町民プール開放

22伺) 1 結核検診・肺がん検診 25 日まで |各 地 区
1 心配ごと相談所 113 :00-15: 00 1 役場会議室

l 乳児検診(H2!9月 H31 , n . nn ,. .nn 1 
25附 -J/~"~~":: ~--: 'I ~; ~ ---113:30--14:301 町民会館1 /3月生まれの児) I._'_o ...01 

不燃物回収日

子宮けいがん ・乳がん検診， 1'" "''' .. .. "'..... I 
113:00-14 :001 南吉井小学校体育館

(対象30歳以上の女性) 1 OV'vv O~.VV 1 

当番医辻井内科 田窪 合64-0013

成人ソフトボール大会 I 1 

宇宙教室1991 8月間まで 1 9:00-21 :00 1 町 民会館
結核検診・肺がん検診 30 日まで|各 地 区
健康診査 |受付 9:00-11:30 1 

1 ~': .:::: ::::: 1 南吉井小学校体育館
(対象40歳以上の住民) 1 診査 13 :00- 1 5:∞ l
固定資産税第 2 期 ・ 国民健康保険税第 l 期納期限

館

館

合76 - 8000

地区

館

所

ム
エ

民会

民会

民

場

日I

10: 00-15 :00 

13:30-14:30 

問時T丁

人権

母親学級

印刷

21幽

23(日)

24(月)

25ω 

6 

月 I 27刷

28幽

日月

町民会館

町民会館

下林集会所

13:30-15:30 

8:30-12:00 

3 (水)

4 (ね

受付 9:00-11:30 

診査 13 :00-15:00
5 樹

6 出

7 (日)

11附
7 

12幽

おはなし会13出

14(日)

2 1(日)

26樹

29(月)

28(日)

16(火)

17(ぷ)

20出

月

3 l(水)

一一一消えたかな/気になるあの火もう一度一一一
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